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号 外

　

大
阪
府
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
４
月
11
日
、
大
教
組
・
府
労
組
連
に
対
し
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ

ム
（
試
案
）」
の
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。「
試
案
」
は
、
知
事
の
命
を
う
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
作

成
し
た
も
の
で
、「
08
年
度
に
１
１
０
０
億
円
の
支
出
削
減
を
お
こ
な
う
」
こ
と
を
至
上
命
題
と
し
て
、
府

民
生
活
に
直
結
す
る
あ
ら
ゆ
る
施
策
を
切
り
捨
て
、
府
有
施
設
の
統
廃
合
を
一
挙
に
す
す
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
各
部
局
と
の
折
衝
を
ふ
ま
え
６
月
上
旬
に
は
、
府
と
し
て
の
「
案
」
を
公
表
し
、
７
月
府
議
会
に

提
案
さ
れ
ま
す
。

　

大
教
組
は
府
民
の
く
ら
し
、
子
ど
も
と
教
育
・
文
化
を
守
る
た
め
、「
試
案
」
の
撤
回
を
求
め
全
力
を
あ

げ
ま
す
。

「
大
阪
こ
わ
し
」「
教
育
こ
わ
し
」を
打
ち
破
ろ
う

「
大
阪
こ
わ
し
」「
教
育
こ
わ
し
」
の

無
謀
な
「
財
プ
ロ
試
案
」

　

知
事
の
命
を
受
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
作
成
し
た
「
財

政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
試
案
）」
は
、
２
０
０
８
年
度
か
ら
収
入

の
範
囲
内
で
予
算
を
組
む
と
し
、
08
年
度
か
ら
10
年
度
の
３
年
間

を
集
中
改
革
期
間
と
定
め
、
08
年
度
は
１
１
０
０
億
円
を
目
標
額

と
し
て
い
ま
す
。（
表
参
照
）

　

教
育
関
係
で
は
、
小
学
校
１
・
２
年
生
の
35
人
学
級
の
廃
止
を

は
じ
め
、
私
学
助
成
関
係
で
授
業
料
補
助
助
成
・
経
常
費
助
成
を

大
幅
削
減
、
定
時
制
・
通
信
制
高
校
の
教
科
書
無
料
配
布
の
廃

止
、
府
立
高
校
の
教
務
事
務
補
助
員
等
の
09
年
度
か
ら
の
廃
止
、

特
嘱
・
若
嘱
の
単
価
切
り
下
げ
・
週
当
た
り
の
授
業
時
数
増
、
非

常
勤
講
師
の
単
価
・
総
時
間
数
切
り
下
げ
、
教
育
専
門
員
の
09
年

度
か
ら
の
全
廃
な
ど
が
検
討
事
項
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
く
ら
し
の

分
野
で
は
、
乳
幼
児
・
障
害
者
・
老
人
・
ひ
と
り
親
の
医
療
費
助

成
に
１
割
負
担
を
導
入
、
市
町
村
む
け
補
助
金
の
大
幅
削
減
な
ど

を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
府
有
施
設
の
統
廃
合
を

一
挙
に
す
す
め
、
国
際
児
童
文
学
館
、
弥
生
文
化
博
物
館
、
青
少

年
会
館
、
府
立
体
育
会
館
な
ど
８
施
設
を
廃
止
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
「
試
案
」
は
、
府
民
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
で

あ
る
医
療
・
福
祉
に
大
ナ
タ
を
ふ
る
い
、
教
育
や
文
化
を
切
り
捨

て
る
、「
大
阪
こ
わ
し
」「
教
育
こ
わ
し
」
と
も
い
う
べ
き
無
謀
な

も
の
で
す
。
新
聞
各
紙
も
「
理
念
な
き
数
字
合
わ
せ
」
と
の
批
判

を
行
い
、
府
教
育
長
も
「
教
育
を
死
な
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
述
べ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
以
上
の
人
件
費
削
減
は
許
せ
な
い

　

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
３
０
０
億
～
４
０
０
億
円
の
削
減
を

「
改
革
目
標
額
」
と
し
、
近
日
中
に
具
体
的
な
内
容
が
大
教
組
と

府
労
組
連
に
提
案
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

府
当
局
に
よ
る
昇
給
延
伸
や
給
与
構
造
改
革
に
よ
る
賃
金
の
大

幅
削
減
、
一
時
金
削
減
な
ど
賃
金
抑
制
政
策
に
よ
っ
て
、
府
職
員

・
教
職
員
の
給
与
水
準
は
低
下
し
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
で
07
年

度
97
・
０
と
全
国
42
位
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度

以
降
３
年
間
の
一
時
金
カ
ッ
ト
（
４
～
６
％
）
延
長
も
す
で
に
決

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
に
加
え
大
幅
な
賃
下
げ
を
強
行
す
れ

ば
、
教
職
員
の
生
活
設
計
を
く
る
わ
す
と
と
も
に
有
為
な
人
材
が

他
県
へ
流
出
す
る
と
い
う
事
態
も
起
こ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
大
阪
の
教
育
水
準
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
こ
れ

以
上
の
人
件
費
削
減
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

府
労
組
連
署
名
を
文
字
ど
お
り
す
べ
て
の
教
職
員
対
象
に
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

橋
下「
行
革
」の
本
質
は

国
・
財
界
い
い
な
り
の「
大
阪
改
造
」

　

橋
下
府
政
が
府
民
犠
牲
を
か
え
り
み
な
い
「
財
政
再
建
」
に
固

執
す
る
の
は
、
国
や
財
界
の
意
向
に
そ
っ
た
「
大
阪
改
造
」
を
め

設
や
出
資
法
人
、
補
助
金

団
体
、
学
者
、
芸
能
人
な

ど
が
自
発
的
に
行
動
に
立

ち
上
が
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　

府
民
連
や
明
る
い
会
が

そ
れ
ら
の
自
発
的
な
運
動

と
の
連
携
を
は
か
り
、
こ

れ
ま
で
に
な
か
っ
た
広
大

な
共
同
を
つ
く
り
あ
げ
、

「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム

試
案
」
の
撤
回
を
求
め
る

運
動
を
強
め
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
う
え
に
た
っ
て
、

「
本
当
に
府
民
が
求
め
る

の
は
ど
ん
な
府
政
か
」
に

つ
い
て
の
府
民
的
討
論
を

あ
ら
た
め
て
ま
き
お
こ

し
、
府
政
の
根
本
的
転
換

を
は
か
る
世
論
と
運
動
を

高
め
ま
し
ょ
う
。
こ
う
し

た
と
り
く
み
に
、
組
合
員

ざ
す
か
ら
で
す
。

　

そ
の
第
１
の
ね
ら
い
は
、
大
阪
を
「
地
方
財
政
健
全
化
法
」
具

体
化
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
す
。
夕
張
市
の
財
政
破
た

ん
問
題
を
契
機
に
制
定
さ
れ
た
地
方
財
政
健
全
化
法
は
、
国
が
地

方
自
治
体
の
実
質
公
債
費
比
率
を
段
階
化
し
て
、
地
方
財
政
へ
の

統
制
を
強
め
、
国
い
い
な
り
の
「
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
」
を
強
制
す

る
こ
と
を
ね
ら
い
に
し
て
い
ま
す
。
第
２
に
、
国
の
役
割
を
外
交

・
防
衛
に
限
定
し
、「
道
州
は
広
域
公
共
事
業
と
教
育
・
福
祉
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、
基
礎
自
治
体
が
住
民
福
祉
を
実
施
」
と
い
う

「
道
州
制
」
へ
の
先
導
役
を
大
阪
が
果
た
す
と
い
う
ね
ら
い
を
も

っ
て
い
ま
す
。
橋
下
知
事
が
「
究
極
の
自
治
体
リ
ス
ト
ラ
」
と
い

わ
れ
る
「
市
場
化
テ
ス
ト
」
を
、
全
国
に
さ
き
が
け
て
教
育
を
含

む
大
阪
府
の
全
事
業
に
適
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
そ
の
あ

ら
わ
れ
で
す
。

大
き
な
共
同
で「
財
プ
ロ
試
案
」撤
回
、

府
政
の
根
本
的
転
換
を

　

橋
下
「
行
革
」
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
府
政
を
支
え
る
側
に
あ
っ

た
団
体
や
個
人
を
含
め
、
広
範
な
人
々
か
ら
批
判
と
怒
り
の
声
が

あ
が
っ
て
い
ま
す
。
府
内
の
市
町
村
長
、
教
育
関
係
者
、
府
立
施

の
み
な
さ
ん
が
職
場
・
地
域
か
ら
立
ち
上
が
る
こ
と
を
心
よ
り
呼

び
か
け
ま
す
。

大
教
組
は
、
当
面

次
の
方
針
を
か
か
げ
て
奮
闘
し
ま
す

⑴�

大
阪
の
教
育
の
後
退
を
許
さ
ず
、
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
た
め

に
、「
教
職
員
組
合
の
枠
ぐ
み
を
こ
え
た
共
同
」「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
保

護
者
・
校
長
会
を
は
じ
め
と
す
る
す
べ
て
の
教
育
関
係
者
と
の

共
同
」
を
追
求
し
、
当
面
、「
35
人
学
級
の
継
続
、
学
校
園
の

警
備
員
補
助
の
継
続
」
な
ど
を
め
ざ
す
府
民
運
動
に
と
り
く
み

ま
す
。

⑵�

「
子
ど
も
と
教
育
・
文
化
を
守
る
府
民
会
議
」
の
活
動
を
強
化

し
、
子
ど
も
と
教
育
を
守
る
共
同
と
運
動
を
広
げ
ま
す
。

　

�

「
府
民
会
議
」
が
主
催
す
る
５
・
16
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
成
功
さ

せ
ま
す
（
５
月
16
日
〈
金
〉
午
後
６
時
30
分
～
、
府
教
育
会

館
）。

⑶
府
労
組
連
闘
争
の
た
た
か
い

　

○
府
労
組
連
署
名
を
文
字
通
り
全
教
職
員
か
ら
集
約
し
ま
す
。

　

○�

す
べ
て
の
職
場
で
、
職
場
集
会
を
ひ
ら
き
、
職
場
決
議
を
採

択
し
ま
す
。

　

○�

府
労
組
連
と
し
て
、
当
局
と
の
団
体
交
渉
に
全
力
を
あ
げ
、

た
た
か
い
の
節
目
で
は
決
起
集
会
を
開
催
し
ま
す
。

⑷�

明
る
い
会
、
府
民
連
の
運
動
を
強
化
し
、
橋
下
「
行
革
」
か
ら

府
民
の
く
ら
し
、
福
祉
、
大
阪
の
文
化
・
芸
術
な
ど
を
守
る
と

り
く
み
を
広
範
な
団
体
・
個
人
と
と
も
に
す
す
め
ま
す
。

　

�

５
月
23
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
る
、
橋
下

「
行
革
」
を
考
え
る
府
民
集
会
（
府
立
青
少
年
会
館
）
を
成
功

一般施策経費	 330億	 建設事業	 70億
人件費	 300～400億	 歳入等の確保	 300～400億	 合計1,100億（08年度）

財政再建プログラム試案での主な検討事業

〈教育関係〉
○小学校１・２年生の35人学級廃止＝来年度から
○市町村の学校警備員08年度８月からマイナス10％、11年度より廃止
○特嘱・若特＝�08年８月から、単価10％切り下げ、03年度以前任用者への

授業割り当て・週授業時数の増
○教育専門員＝09年度より廃止
○非常勤講師＝単価・総時間数の縮小でマイナス20％の節減
○府立学校の教務事務員等＝09年度より全廃
○私学助成
　・授業料軽減助成＝2009年度入学生から
　　　生活保護世帯　　 35万円→変更なし
　　　年収288万円まで　25万円→18万円
　　　年収　～430万　　25万円→16万円
　　　年収　～500万　　18万円→12万円
　　　年収　～680万　　12万円→８万円
　　　年収　～800万　　12万円→廃止
　・経常費助成＝今年度から
　　　高校・幼稚園・専修学校（高等課程）　10％削減
　　　小・中学校　　　　　　　　　　　　 30％削減
○府立大学入学金＝今年度から
　　府内　28万2000円→38万2000円

〈府民福祉関係〉
市町村振興補助金　　　　　おおむね半減＝今年度から
市町村施設整備資金貸付金　廃止・再構築＝今年度から
４医療費（乳幼児、障害者、高齢者、ひとり親家庭）公費負担助成事業
　＝11月から患者自己負担500円×２回／月→１割負担

〈公の施設〉
○廃　止＝�弥生文化博物館、府立体育会館、青少年会館、国際児童文学

館、臨海スポーツセンター、現代美術センター、文化情報セン
ター、総合青少年野外活動センター

○集約・多�機能化＝近つ飛鳥博物館（弥生文化博物館を集約化）、女性総
合センター（青少年会館を集約化）、中央図書館（国際児童文学
館の機能移設）、中ノ島図書館

○移　転＝上方演芸資料館（ワッハ上方）
○民営化＝�羽衣青少年センター、青少年海洋センターファミリー棟、府民

牧場、漕艇センター

橋
下
財
プ
ロ

　
　
　

試
案

さ
せ
ま
す
。

⑸�

「
大
阪
教
育
号
外
」、
後
日
発

行
さ
れ
る
大
教
組
討
議
資
料

な
ど
に
も
と
づ
き
職
場
学
習

を
強
め
ま
す
。


